
中
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
ス
ノ
ー
が
麻
酔
の
深
度
を
五
期
に
分
類

し
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
が
現
在
わ
れ
わ
れ
が
用
い
て
い
る
ゲ
デ
ル

の
麻
酔
深
度
の
先
駆
的
業
績
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
一
つ
を
取
り
上
げ

て
も
、
い
か
に
ス
ノ
ー
が
臨
床
的
観
察
が
す
ぐ
れ
て
い
た
か
が
理
解

一
」
割
も
、

も

さ
れ
る
。

ス
ノ
ー
が
い
つ
か
ら
麻
酔
科
学
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
か
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
何
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

従
来
の
研
究
で
は
、
本
書
に
見
る
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
病
院
に
お

け
る
ス
ノ
ー
麻
酔
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
最
初
の
例
は
一
八
四
七
年
一

月
二
十
八
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
か
し
こ
れ
よ
り
丁
度
一
ヶ
月
前
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
診
療
室
に
ス

ノ
ー
が
赴
い
て
エ
ー
テ
ル
麻
酔
を
見
学
し
て
い
る
事
実
を
演
者
は
発

見
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
ス
ノ
ー
が
エ
ー
テ
ル
麻
酔
に
当
初
か
ら
非
常
な
興

味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
演
者
が
新
し
く
発
見
し
た
史
料
に
つ
い
て
も
言
及
す

る
。

（
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
）

後
漢
末
か
ら
魏
・
晋
間
頃
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
「
張
仲
景
医

書
」
に
由
来
し
、
現
代
に
単
行
本
と
し
て
伝
存
す
る
の
は
、
『
傷
寒

論
』
『
金
置
要
略
』
『
金
匿
玉
函
経
』
の
三
書
の
み
で
あ
る
。
し
か
も

北
宋
政
府
校
正
医
書
局
が
こ
の
三
害
を
校
刊
す
る
以
前
の
伝
承
経
緯

は
極
め
て
不
明
瞭
な
た
め
、
各
害
に
成
立
当
時
の
旧
態
が
ど
の
程
度

保
持
さ
れ
て
い
る
か
は
常
に
疑
問
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ
が

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
目
録
学
的
研
究
に
加
え
て
、
歴
代
の
文
献

に
記
録
さ
れ
て
い
る
快
文
と
の
校
勘
を
行
な
え
ば
、
あ
る
程
度
ま
で

推
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
た
め
に
は
、
成
立

と
現
伝
の
経
緯
が
明
ら
か
で
、
宋
以
前
に
「
張
仲
景
医
書
」
の
快
文

が
引
用
さ
れ
た
文
献
が
必
要
で
あ
る
。

『
図
経
本
草
』
は
北
宋
の
嘉
祐
六
年
（
一
○
六
一
）
に
太
常
博
士
の

蘇
頌
が
完
成
、
翌
嘉
祐
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
薬
図
と
解
説
か
ら
な
る

『
図
経
本
草
』
所
引
の
「
張
仲
景
医
善
」

に
つ
い
て

真

柳

誠
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全
二
○
巻
の
勅
撰
本
草
書
で
あ
る
。
本
書
そ
の
も
の
は
現
伝
し
て
い

な
い
が
、
そ
の
ほ
ぼ
全
書
は
『
証
類
本
草
』
に
転
録
さ
れ
た
の
で
、
現

行
の
『
政
和
証
類
』
や
『
大
観
証
類
』
か
ら
そ
の
内
容
が
知
ら
れ

る
。
だ
が
本
書
所
引
の
「
張
仲
景
医
書
」
と
そ
の
快
文
に
つ
い
て

は
、
い
ま
だ
満
足
す
べ
き
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
『
図

経
本
草
』
全
文
を
調
査
し
た
結
果
を
報
告
し
、
こ
れ
に
予
備
的
考
察

を
加
え
て
み
た
い
。

ま
ず
「
張
仲
景
傷
寒
論
！
」
と
書
き
出
す
文
で
あ
る
が
、
五
箇
所

（
１
）

の
記
載
が
あ
る
。
そ
の
内
、
測
上
ｂ
と
辨
上
ｂ
は
こ
れ
を
書
名
と
し

て
挙
げ
る
の
み
で
引
文
は
な
い
。
朏
下
ｂ
は
処
方
名
四
首
だ
け
で
、

い
ず
れ
も
『
傷
寒
論
』
（
以
下
『
傷
寒
』
と
略
）
『
金
置
要
略
』
（
以
下

『
金
慨
』
と
略
）
に
共
載
の
も
の
。
処
方
・
主
治
文
が
完
備
す
る
の
は

諏
下
ｂ
と
州
下
ａ
で
、
前
者
は
『
金
置
」
に
、
後
者
は
『
傷
寒
』
に

対
応
文
が
あ
る
。
同
様
に
「
張
仲
景
傷
寒
方
！
」
が
師
上
ｂ
に
一
箇

所
で
、
こ
れ
は
『
傷
寒
』
所
載
の
処
方
名
二
首
を
挙
げ
る
の
象
。
ま

た
「
張
仲
景
治
傷
寒
ｌ
」
が
一
二
箇
所
、
「
（
張
仲
景
治
雑
病
ｌ
）
治
傷

寒
ｌ
」
が
一
箇
所
で
、
そ
の
内
の
川
下
ａ
だ
け
は
処
方
名
を
挙
げ

ず
、
他
は
『
傷
寒
』
『
金
置
』
共
載
方
・
『
傷
寒
』
方
・
『
金
置
』
方
．

両
書
未
収
方
の
四
タ
イ
プ
の
処
方
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
「
張
仲
景
治
雑
病
方
！
」
と
書
き
出
す
文
が
三
箇
所
、
「
張

仲
景
治
雑
病
ｌ
」
二
箇
所
、
「
劉
禺
錫
伝
信
方
云
張
仲
景
治
雑
病
方

！
」
が
一
箇
所
で
、
全
て
に
『
金
置
』
方
の
承
が
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
加
下
ａ
に
は
「
仲
景
治
雑
病
方
！
」
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は

処
方
・
主
治
文
等
の
引
用
は
な
い
。

ま
た
「
張
仲
景
治
ｌ
」
と
書
き
出
す
文
が
一
八
箇
所
あ
り
、
そ
の

内
一
四
箇
所
に
『
金
置
』
方
、
三
箇
所
に
『
傷
寒
』
『
金
置
』
共
載

方
が
記
さ
れ
、
酬
上
ｂ
一
箇
所
に
は
『
金
置
』
方
の
要
旨
の
承
が
略

述
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
張
仲
景
方
ｌ
」
が
獅
上
ｂ
に
、
「
張
仲

景
ｌ
」
が
恥
上
ｂ
の
各
一
箇
所
に
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
『
金
畷
』

方
の
記
載
で
あ
る
。

こ
の
他
、
「
続
伝
信
方
著
張
仲
景
ｌ
」
が
川
上
ｂ
と
沈
下
ａ
に
あ

る
が
、
い
ず
れ
も
『
傷
寒
』
『
金
置
』
未
収
方
で
あ
る
。

さ
て
上
述
の
表
記
中
、
恐
ら
く
書
名
と
思
わ
れ
る
の
は
「
張
仲
景

傷
寒
論
」
で
あ
る
。
処
方
と
主
治
文
が
そ
ろ
っ
た
実
質
的
な
快
文
は

（
２
）

わ
ず
か
二
回
の
引
用
し
か
な
い
が
、
そ
の
記
述
か
ら
現
『
傷
寒
』
「
金

置
』
二
害
に
わ
た
る
内
容
を
持
つ
書
で
あ
っ
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ

る
。
『
外
台
秘
要
方
』
に
引
か
れ
る
「
（
張
）
仲
景
傷
寒
論
」
も
『
傷

寒
』
『
金
瞳
』
両
書
の
内
容
な
の
で
、
こ
れ
は
特
に
不
思
議
で
は
な
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い
。
な
ら
ば
、
同
様
に
両
耆
の
内
容
が
引
文
中
に
見
え
る
「
張
仲
景

治
傷
寒
」
な
ど
も
、
あ
る
い
は
「
張
仲
景
傷
寒
論
」
と
同
類
と
考
え

ら
れ
る
．
ま
た
表
記
形
式
に
注
目
す
る
と
、
こ
れ
ら
は
全
て
「
張
仲

景
」
と
し
て
書
き
出
さ
れ
て
い
る
。
『
階
志
』
に
は
「
張
仲
景
方
十

五
巻
」
、
『
旧
唐
志
』
『
唐
志
』
に
は
「
王
叔
和
張
仲
景
薬
方
十
五
巻
」

が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
系
統
の
伝
本
か
ら
「
張
仲
景
ｌ
」

と
し
て
援
引
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
蘇
頌
は
少

な
く
と
も
『
張
仲
景
傷
寒
論
』
と
『
（
王
叔
和
）
張
仲
景
（
薬
）
方
』

の
い
ず
れ
か
を
参
考
に
解
説
を
著
し
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
疑
い
な
か
ろ

と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
所
引
文
中
に
は
、
理
中
湯
と
せ
ず
に
治
中
湯
と

す
る
。
桂
枝
や
白
尤
と
せ
ず
に
「
桂
」
「
九
」
と
記
す
な
ど
、
明
ら

か
に
古
態
と
見
な
す
べ
き
字
句
が
比
較
的
多
い
。
ま
た
そ
れ
ら
は
、

『
千
金
方
』
『
千
金
翼
方
』
『
外
台
秘
要
方
』
な
ど
に
所
引
の
「
張
仲

景
医
書
」
快
文
か
ら
再
引
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
つ
ま
り

「
図
経
本
草
」
所
引
「
張
仲
景
医
書
」
の
快
文
は
、
今
後
『
傷
寒
論
』

『
金
置
要
略
』
の
校
訂
資
料
と
し
て
、
よ
り
重
視
・
研
究
さ
れ
る
べ

う
0

『
金
置
要
略
』
の
校
訂
資
料
と
し
て
、
』

き
価
値
を
有
し
て
い
る
と
考
察
さ
れ
る
。

注
（
１
）
遡
上
ｂ
と
は
、
『
政
和
証
類
』
（
人
屋

（
人
民
衛
生
出
版
社
本
）

の
三
二
○
頁

・
上
段
・
左
側
に
記
載
が
あ
る
こ
と
を
指
す
。

（
２
）
墨
蓋
子
下
で
は
あ
る
が
、
加
上
ｂ
に
は
『
傷
寒
類
要
』
に
「
張
仲
景

傷
寒
論
」
の
快
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
〕

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
学
研
究
室
）
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